































































































































































で も,す くないす うじぽっかりのこた
えがでて.ひろゆきくんか大きいのぽ
っかりでまけてしまいました｡でも.
つぎはがんばるぞ｡
きょう.さんすうの じかんにみんなで
すごろくゲームを しました.なくんか
かったり.ぱくかかったりしました｡
さいしょはまけそうになりました｡で
ち.かちまし/こOたのしかったですO
4 本研究のまとめと,I.'捉必
(i)サイコロゲームの効-1t
(ア)繰り返 しゲームをすることで.10の
椛数のFT解が深まった
ゲ-ムを取り入れたことで,子ども連
は.10の合成 ･/))解の習熟に蕗んで収り
組むことができていた｡ゲーム2の ｢す
ごろくゲーム｣には,早くゴールした子
どt)は相手を替えて収り組む.繰り返 し
て勝負するなど特に楽しんでいた｡本時
の投資だけでなく,馴自習等にも繰 り返
し (2過にわたり計5回桂皮意図的に設
定)取り組むことにより.次邦に10の補
数が暗記 しているようにすらすらと口か
ら山るようになってきた｡
ゲーム1のようなゲームでのサイコロ
の使用では.いつも五 ･二進法のアレ-
図を併用 したことで.ただ中に10の揃故
を暗記するだけでなく.子とt)達は10の
まとまりについて藩三鼓を強めるようにな
った｡計算の学習のL特にt).ごく自然に
TL.二ilt./i-でおはじきを拙作するriとの
効梨が見られ.10の補数についての理解
がより深まっていったように思われる｡
(イ)繰り上がり.繰り下がりのある点数
:1許に役立った
ただ11に数の記憶だけでなく.五 ･二
進Tよの図が念頭操作で'/7-かふようになっ
てきたことで.子どt)は10のまとまりに/
ついてt)忠誠を強めるようになってきた｡
このことはその後の計芽の学習や大きな
数の学習にt)大いに役立ったO繰り上が
りや繰り下がりのある計辞についてもそ
の計rl_方法を考えるにあたって.あるい
はその計芥の'E]U熟にあたって,効架的だ
った｡
繰り上がりや繰 り下がりのある.lJlTの
ltlt習Li後にはおは じきなどの･1'･lミ什物の
uJけをI托りて計rlしていた了とt)は.Il:
門後にt)-hbl体のサイコロを仙ったゲー
ムを平行 して続けた与.㌧児,榔UJli如 しで
正しく計罪できるようにIiった｡指を仙
って計井 しても.,V18苓がよく見られた T･ど
t)i)何収かゲームを綴り返 した綾にlOの
補数がすらすら言えるようになったこと
から自信を持ち始め,嫌っていた計辞に
t)喜んで取り組むようになった｡九nI方
正解するようになってきた｡10までのひ
き32でも,誤答が目立っていた7-どもt)
十両休のサイコロを使って種々のゲーム
を繰り返 し行っていくうちに.誤答が泊
ってきた｡10の郁故の理解が深まるに辿
れて.既習の汁井がどれt)はばJlILく:I
井できるようになってきたD意図的に城
を設定 した以外にt),子ども通は休,in叫
にt)自らゲームを装しんでいた｡
(2)発展的な取り扱い
十面休のサイコロについては.LOの祁
故の習熟に利用できるだけでなく,いず
れも.サイコロの白を利用 してゲームを
取り入れることで,繰り上がりや繰 り下
がりのある計罪の'HLnhや. 2iF･'Jiで':;I:'BI
するかけP_九九の増熟にt),文しく収り
組んで利用できる｡今後はその様な利川
の仕-Jjt)探っていきたいと.U.っている｡
(平成8年4月12日受理)
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